
〔
論
　
　
文
〕

睡
虎
地
秦

．
墓
竹
簡
釈
文
誰
解
⇔

　
　
　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
　
こ
の
拙
稿
は
『
阪
南
論
集
・
人
文
・
自
然
科
学
編
第
二
十
三
巻
第
四
号
』
、

「
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
H
」
に
つ
づ
く
も
の
で
あ
る
。
前
号
で
は
『
編

年
記
』
の
昭
王
元
年
か
ら
四
十
四
年
ま
で
の
註
解
を
試
み
た
が
、
こ
の
号
で
は

昭
王
四
十
五
年
か
ら
今
上
（
秦
始
皇
）
四
年
ま
で
の
註
解
を
施
し
た
。
写
真
図

■
版
で
は
解
読
の
困
難
な
所
が
多
く
、
文
物
出
版
社
刊
行
の
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』

（
本
文
中
で
は
「
単
行
本
」
と
略
称
し
た
）
の
釈
文
に
負
う
所
が
多
か
っ
た
。

一
釈
文

《
吏
記
・
秦
本
紀
・
．
秦
始
皇
本
紀
》

於
け
る
同
年
関
係
記
事

に

は廿
五
年
、
攻
大
埜
（
野
）
　
〇
五
大
夫
實
攻
韓
、
取
十
城
。

　
王
。
・
十
二
月
甲
午
難

　
鳴
時
、
喜
産
。

a
世
六
年
、
攻
□
亭
。

割
世
七
年
、
攻
長
平
。
■
十
　
　
〇
秦
攻
韓
上
黛
、
上
黛
降
蛸
、

　
　
　
睡
虚
地
案
墓
竹
簡
釈
文
註
解
目

秦
因
攻
超
、
趨
讃

　
一
月
、

勾
世
八
年
、

高

敢
産
。

攻
武
安
。

崎〔
世
九
年
〕
、

副〔
五
十
年
〕
、

π五
十
一
年
、

0
■
□
口

攻
郡
単
（
郵
）
。

攻
陽
城
。

　
橋
　
　
　
庸
　
一
　
郎

　
　
兵
撃
秦
、
相
距
。
秦
使
武
安
君
白
起
撃
、
大

　
　
破
趨
於
長
平
、
四
十
饒
萬
轟
殺

〇
十
月
、
韓
献
坦
擁
。
秦
軍
分
爲
三
軍
。
武
安
君

　
　
蹄
。
王
麓
將
伐
趨
（
武
安
）
皮
牢
、
抜
之
。
司

　
　
馬
梗
北
定
太
原
、
轟
有
韓
上
黛
。
正
月
、
兵

　
　
罷
、
復
守
上
黛
。
其
十
月
、
五
大
夫
陵
攻
超

　
　
郁
郡
。

○
正
月
、
盆
讃
卒
佐
陵
｝
陵
戟
不
善
、
冤
、
王
麓

　
　
代
將
。
其
十
月
、
將
軍
張
唐
攻
魏
、
爲
察
尉

　
　
椙
弗
守
、
還
斬
之
。

〇
十
月
、
武
安
君
白
起
有
罪
、
爲
士
伍
、
　
遷
陰

　
　
密
。
張
唐
攻
鄭
、
抜
之
。
十
二
月
、
盆
讃
卒

　
　
軍
扮
城
労
。
武
安
君
白
起
有
罪
、
死
。
麓
攻

　
　
那
鄭
、
不
抜
、
去
、
還
奔
扮
軍
二
月
錐
。

○
將
軍
謬
攻
韓
・
取
陽
城
・
貢
黍
・
ポ
首
四
萬
。

　
　
攻
趨
・
取
二
十
錐
縣
・
首
虜
九
萬
。
西
周
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
第
二
十
四
巻
第
四
号

劃〔
五
十
二
〕
年
、
王
稽
、

　
張
藤
死
。

副〔
五
十
〕
三
年
、
吏
誰
從

　
軍
。

㎝五
十
四
年

ω五
十
五
年

0
2
五
十
六
年
、
後
九
月
昭

　
死
｝
正
月
、
遼
（
速
）

　
産
。

㈱
孝
文
王
元
年
、
立
印
死
。

肛
蓼
荘
王
元
年
■

ω荘
王
二
年

㈱
荘
王
三
年
、
荘
王
死
。

　
　
背
秦
、
與
諸
侯
約
従
、
將
天
下
鏡
兵
出
伊
閾

　
　
攻
秦
、
令
秦
母
得
通
陽
城
。
於
是
秦
使
將
軍

　
　
擦
攻
西
周
。

○
周
民
東
亡
、
其
器
九
鼎
入
秦
。
周
初
亡
。

○
天
下
來
賓
。
魏
後
、
秦
使
謬
伐
魏
、
取
異
城
。

　
　
韓
王
入
朝
、
魏
委
國
騒
令
。

○
王
郊
見
上
帝
於
薙
。

○
秋
、
暗
嚢
王
卒
、
子
孝
文
王
立
。
尊
唐
八
子
爲

　
　
唐
大
后
、
而
合
其
葬
於
先
王
。
韓
王
衰
経
入

　
　
弔
祠
、
　
諸
侯
皆
使
其
將
相
來
弔
祠
、
　
硯
喪

　
　
事
。

○
孝
文
王
除
喪
、
　
十
月
己
亥
印
位
、
　
三
日
辛
丑

　
　
卒
、
子
荘
嚢
王
立
。

○
東
周
君
與
諸
侯
謀
秦
、
　
秦
使
相
國
呂
不
章
諌

　
　
之
、
轟
入
其
國
。
秦
不
縄
其
祀
、
以
陽
人
地

　
　
賜
周
君
、
秦
其
祭
祀
、
使
蒙
驚
伐
韓
、
韓
献

　
　
成
泉
、
撃
。
秦
界
至
大
梁
、
初
置
三
川
郡
。

○
使
蒙
驚
攻
撞
、
定
太
原
。

○
蒙
驚
攻
魏
高
都
、
汲
、
抜
之
。
攻
超
楡
次
、
新

　
　
城
、
狼
孟
、
取
三
十
七
城
。
四
月
日
食
。

　
　
（
四
年
）
王
館
攻
上
黛
。
初
置
太
原
郡
。
魏
將

㎜
今
元
年
、
喜
傅
。

二
年

匝
固三
年
、
巻
軍
。
八
月
、

　
喜
楡
史
。

匝
9

〔
四
年
〕
、
□
軍
。
十
一
月
、

　
喜
口
安
陸
□
史
。

一
注
解
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

　
　
無
忌
率
五
國
兵
撃
秦
、
秦
部
於
河
外
。
蒙
驚

　
　
敗
、
．
解
而
去
。
五
月
丙
午
、
荘
裏
王
卒
、
子

　
　
政
立
、
是
爲
秦
始
皇
帝
。

　
蒼
陽
反
、
元
年
、
將
軍
蒙
驚
撃
定
之
。

○
黒
公
將
卒
攻
籍
、
斬
首
三
萬
。

○
蒙
驚
攻
韓
、
取
十
三
城
。
王
随
死
。
十
月
、
將

　
　
軍
蒙
驚
攻
魏
氏
陽
、
有
請
。

○
披
暢
、
有
誰
。
三
月
、
軍
罷
。
秦
質
子
蹄
自

　
　
超
、
鎖
太
子
出
蹄
國
。

ω
　
こ
の
年
は
、
恐
ら
く
当
該
墳
墓
の
墓
葬
主
で
あ
ろ
う
と
恩
わ
れ
る
喜
の
生

　
れ
た
年
で
あ
り
、
こ
の
《
編
年
記
》
の
成
立
の
所
以
の
発
生
年
と
し
て
重
要

　
で
あ
る
。
こ
の
年
以
前
の
記
述
が
簡
単
で
、
所
謂
大
事
記
の
み
で
あ
る
の
に

　
対
し
、
こ
の
年
以
後
の
記
述
に
は
此
較
的
長
い
も
の
も
あ
り
、
ま
た
喜
を
中

　
心
と
し
た
私
的
な
記
述
が
入
っ
て
来
る
の
は
、
犬
事
記
に
重
ね
て
墓
葬
主
喜

　
の
生
涯
を
記
録
し
て
お
こ
う
と
の
意
志
が
働
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
《
説
文
》
に
は
『
o
可
、
郊
外
也
、
以
里
予
聲
。
⑭
、
古
文
野
、
瓜
里
省
、

　
瓜
林
」
と
あ
り
、
里
に
つ
い
て
は
「
里
、
居
也
。
以
田
、
以
土
」
と
あ
る
。

　
ま
た
土
は
「
土
、
地
之
吐
生
物
者
也
。
二
象
地
之
下
、
地
之
中
物
出
形
也
。
」

と
す
る
。
し
か
し
土
に
つ
い
て
は
、
甲
骨
文
に
は
五
、
金
文
で
は
↓
、
戦
国
期

　
で
は
止
で
あ
っ
て
二
に
以
っ
た
文
字
で
は
な
い
。
恐
ら
く
且
な
ど
の
原
形
に

睡虎地秦墓竹簡釈文註解(二)
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通
じ
る
も
の
で
土
地
の
神
を
祭
っ
た
土
盛
様
の
も
の
の
象
形
で
あ
ろ
う
。
田

は
《
説
文
》
に
、
「
陳
也
。
樹
穀
日
田
。
象
四
口
十
肝
陪
之
制
也
」
と
あ
る

か
ら
、
里
の
省
文
と
し
て
土
を
と
る
の
は
肯
首
出
来
よ
う
。
し
か
し
野
の
原

形
は
飽
く
ま
で
埜
で
あ
る
ら
し
く
、
甲
骨
文
、
金
文
と
も
に
野
の
字
形
そ
の

ま
ま
に
当
る
も
の
は
な
い
。
《
説
文
》
の
予
を
合
む
字
形
も
金
文
よ
り
後
の

も
の
で
あ
ろ
う
。
漢
代
の
馬
王
堆
出
土
医
書
に
は
壁
が
見
え
る
。
こ
れ
が

《
説
文
》
の
古
文
と
野
と
の
中
間
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
埜
は

《
説
文
》
古
文
で
金
文
末
期
、
正
し
く
秦
代
の
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
地
名
と
し
て
の
野
王
は
、
《
史
記
》
始
皇
六
年
の
条
に
見
え
る
。
洛
陽
の

北
東
5
0
㎞
に
あ
る
。
現
在
河
南
省
沁
陽
の
地
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
う
「
大
野

王
」
と
は
、
一
説
に
犬
字
の
下
に
も
と
行
字
が
あ
っ
た
の
が
脱
落
し
た
の
で

は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
。
《
吏
記
・
韓
世
家
》
（
以
後
《
韓
世
》
と
略
称
す
）

の
桓
恵
王
十
年
の
条
（
秦
昭
王
四
十
五
年
は
韓
桓
恵
王
十
一
年
に
当
る
）

に
、
「
秦
撃
我
於
太
行
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
野
王
の
す
ぐ
背
後

に
太
行
山
脈
が
東
西
に
走
っ
て
お
り
、
太
行
と
野
王
と
は
略
連
っ
て
一
所
を

な
し
て
い
る
と
も
言
え
る
か
ら
で
あ
る
。
《
秦
本
紀
》
（
以
後
《
秦
紀
》
と
略

称
す
）
に
、
「
攻
韓
取
十
城
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
れ
等
の
地
当
然
韓
地
で
あ

り
こ
の
十
城
の
一
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
太
行
山
は
、
〈
正
義
〉
に
、
「
太
行
山

在
懐
州
河
内
縣
北
二
十
五
里
也
」
と
あ
る
。
こ
の
《
編
年
記
》
に
よ
れ
ば
、

秦
は
前
年
冊
四
年
に
も
太
行
を
攻
め
て
い
る
。
韓
と
し
て
も
重
要
な
地
点
で

あ
り
、
秦
と
し
て
も
後
に
三
川
郡
、
河
内
郡
を
お
い
た
地
に
囲
ま
れ
た
要
害

の
地
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
れ
ま
で
の
記
述
に
は
年
以
下
の
月
、
日
、
時
に
亘
る
記
述
は
全
く
な
か

　
　
睡
虚
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
目

　
っ
た
が
、
こ
の
年
以
後
、
喜
自
身
、
及
び
そ
の
身
近
か
な
私
的
記
述
に
つ
い
て
・

　
は
月
、
目
に
到
る
も
の
、
或
は
時
に
時
に
到
る
も
の
が
あ
る
。
但
し
目
に
っ

　
い
て
は
干
支
に
よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
《
秦
紀
》
の
記
述
に
は

　
月
に
亘
る
も
の
も
散
見
さ
れ
る
が
時
に
ま
で
触
れ
た
も
の
は
勿
論
な
い
。
こ

　
の
．
《
編
年
記
》
は
喜
自
身
が
生
前
に
自
己
の
事
を
含
め
て
大
事
紀
年
風
に
書

　
い
た
も
の
か
、
或
い
は
彼
の
身
近
か
な
人
物
が
書
き
と
め
て
置
い
た
も
の
で

　
あ
ろ
う
が
、
無
記
述
の
年
の
も
の
も
あ
る
所
を
見
る
と
、
そ
の
時
々
に
書
か

　
れ
た
そ
の
ま
ま
で
は
な
く
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。

　
そ
し
て
そ
の
時
に
喜
自
身
に
つ
い
て
の
日
記
風
の
記
述
の
も
の
と
、
大
事
記

　
風
の
も
の
と
が
合
わ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
錐
は
《
説
文
》
に
、
「
知
時
畜
也
」
と
あ
る
。
《
国
語
・
呉
語
》
に
、
「
爲

　
帯
甲
三
萬
、
以
勢
攻
、
難
鳴
乃
定
」
と
あ
り
、
ま
た
《
吏
記
・
孟
嘗
君
列

　
傅
》
に
、
「
關
法
、
難
鳴
而
出
客
」
と
あ
る
。
更
に
同
じ
く
《
留
侯
世
家
》

　
に
、
「
後
五
目
早
會
、
五
日
難
鳴
、
良
往
、
父
又
先
在
」
と
あ
り
、
こ
こ
で

　
は
莫
然
と
な
が
ら
極
め
て
早
い
朝
を
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
《
尚
書
大

　
榑
・
巻
五
》
に
、
「
殻
以
十
二
月
爲
正
、
　
色
尚
白
、
以
難
鳴
爲
朔
」
　
と
あ

　
り
、
《
説
文
》
に
、
「
朔
、
月
一
目
始
蘇
也
」
と
あ
る
が
こ
れ
は
一
日
の
始
ま

　
り
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
ヶ
。

　
　
喜
は
人
名
で
、
恐
ら
く
こ
の
墳
墓
の
主
で
あ
る
。
産
は
《
説
文
》
に
、

　
「
生
也
、
瓜
生
彦
省
、
聲
」
と
あ
る
。
喜
が
生
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②
　
こ
の
世
六
年
に
つ
い
て
は
《
秦
紀
》
に
は
、
そ
の
年
に
当
る
記
事
が
全
く

　
書
か
れ
て
い
な
い
。
亭
字
の
つ
く
る
地
名
は
、
当
該
十
一
号
墓
の
随
葬
器
物
■

　
の
う
ち
耳
杯
に
「
□
亭
」
、
或
は
陶
器
に
、
「
安
陸
市
亭
」
な
ど
と
見
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
第
二
十
四
巻
第
四
号

　
が
、
安
陸
は
当
該
墓
主
の
治
め
る
地
で
あ
り
已
に
秦
頷
内
で
あ
る
か
ら
、

　
「
攻
」
す
る
必
要
は
な
い
。
亭
は
《
説
文
》
に
、
「
民
所
安
定
也
、
亭
有
棲
、

　
瓜
高
省
、
丁
聲
」
と
あ
る
。
『
釈
名
』
に
は
、
「
亭
、
亭
也
、
人
所
停
集
也
、

　
凡
騨
亭
、
郵
亭
、
園
亭
、
並
取
此
義
爲
名
」
と
あ
る
。
い
わ
ば
街
道
沿
い
の

　
宿
場
町
と
言
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

㈹
　
《
秦
本
紀
》
に
見
え
る
上
党
は
非
常
に
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
お
り
、
趨

　
上
党
・
魏
上
党
・
韓
上
党
と
称
さ
れ
る
。
《
編
年
紀
》
・
に
見
え
る
長
平
と
は

　
長
平
亭
の
こ
と
で
、
以
前
魏
上
党
の
域
内
に
あ
り
、
後
に
韓
地
に
く
み
入
れ

　
ら
れ
た
所
で
あ
り
、
高
都
の
北
約
五
十
キ
旧
に
あ
る
。
こ
の
年
は
超
孝
成
王

　
六
年
κ
当
り
、
《
六
國
超
表
》
に
よ
れ
ば
、
「
使
超
括
代
廉
頗
將
。
白
起
破
括

　
四
十
五
萬
」
と
あ
る
。
こ
の
紀
事
は
《
鎧
世
家
》
で
は
、
「
廉
頗
冤
而
超
括

　
代
將
。
秦
人
園
趨
括
、
趨
括
以
軍
降
、
卒
四
十
鎗
萬
皆
防
之
。
王
悔
不
聴
超

　
豹
之
計
、
散
有
長
平
之
稲
焉
」
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
記
述
は

孝
成
王
六
年
の
七
月
な
の
か
或
い
は
孝
成
王
七
年
の
も
の
な
の
か
議
論
の

　
あ
る
点
で
あ
る
が
、
こ
の
《
編
年
紀
》
に
依
っ
て
見
る
限
り
で
は
や
は
り
六

年
の
七
月
の
記
事
と
考
え
た
方
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
《
韓
世

家
》
で
は
こ
の
年
は
恒
恵
王
十
三
年
に
当
る
の
で
あ
る
が
、
十
五
年
の
記
事

　
に
、
「
秦
撃
我
於
犬
行
、
我
上
黛
郡
守
以
上
薫
郡
降
趨
」
と
あ
り
、
十
四
年

　
の
条
に
、
「
秦
抜
趨
上
黛
、
殺
馬
服
子
卒
四
十
錐
萬
於
昆
平
」
と
あ
る
。
太

行
に
つ
い
て
は
〈
正
義
〉
に
、
「
太
行
山
在
懐
州
河
内
縣
北
二
十
五
里
也
」

　
と
あ
り
、
こ
れ
は
長
平
亭
の
南
約
七
〇
キ
ロ
、
高
都
の
南
約
三
十
五
キ
ロ
に

あ
る
。
っ
ま
り
こ
の
「
十
年
」
の
記
事
は
、
《
秦
紀
》
．
の
、
「
秦
攻
韓
上
黛
、

上
黛
降
超
」
に
当
る
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
《
秦
紀
》
の
四
十
七
年
の
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四

事
の
う
ち
実
際
に
四
十
七
年
中
に
起
っ
た
事
は
「
秦
使
武
安
君
白
起
撃
、
大

破
蛸
於
長
平
、
四
十
鉄
萬
墨
殺
」
・
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
《
韓
世

家
》
十
四
年
の
記
事
は
本
来
は
士
二
年
の
条
に
記
さ
る
ぺ
き
も
の
と
い
う
こ

と
に
な
ろ
う
。

　
「
敢
産
」
に
づ
い
て
、
敢
の
字
は
写
真
版
で
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
た

も
の
で
は
な
い
。
敢
字
は
、
《
説
文
》
に
は
、
取
で
と
り
、
「
司
、
進
取
也
、

瓜
受
、
古
聲
、
“
胴
、
籍
文
叡
、
乱
詞
、
古
文
叡
」
と
あ
る
。
こ
の
字
が
「
古

聲
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
少
し
ひ
っ
か
か
る
が
、
段
玉
裁
は
こ
れ
に
つ
い

て
、
「
古
聲
在
五
部
、
敢
在
八
部
、
此
於
隻
聲
合
菌
求
之
、
古
覧
切
」
と
述

ぺ
る
一
ま
た
摺
文
の
字
形
に
つ
い
て
段
注
は
、
「
ヨ
蓋
亦
爪
也
、
月
音
胃
、
用

爪
、
用
量
胃
而
前
岨
、
今
字
作
敢
、
設
之
謙
愛
」
と
す
る
。
敢
は
甲
骨
文
に

は
見
え
な
い
が
、
金
文
に
は
「
敢
封
揚
王
休
」
（
段
毅
）
、
「
敢
舞
手
稽
首
、

封
揚
天
子
丞
顯
休
」
（
暴
伯
或
般
）
な
ど
の
慣
用
の
旬
を
は
じ
め
と
し
て
、

「
在
宰
御
事
、
叡
酒
無
敢
醸
、
有
崇
蒸
祀
＾
蕪
敢
擾
」
（
大
孟
鼎
）
の
よ
う
な

例
も
多
数
み
う
け
ら
れ
る
。
そ
の
字
形
は
轟
又
は
『
星
で
あ
る
が
、

康
駿
は
、
可
・
、
都
印
倒
琢
形
的
｝
、
む
形
之
省
文
、
手
以
捉
之
（
甘
声
）

意
未
甚
詳
、
或
有
以
手
捉
野
琢
以
示
勇
敢
、
果
敢
之
意
」
と
《
文
字
源
流

淺
説
》
の
中
で
述
べ
て
い
る
が
ど
う
も
ぴ
っ
た
り
し
な
い
。
こ
れ
は
恐
ら
く

何
等
か
の
儀
礼
の
象
形
で
あ
ろ
う
。
神
聖
な
巫
箱
を
前
に
手
に
持
っ
た
玉
串

様
の
も
の
で
覆
い
護
っ
て
い
る
の
か
、
或
い
は
巫
箱
を
無
理
に
こ
じ
開
け
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
「
敢
え
て
」
や
「
勇

敢
」
の
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
字
形
は

秦
以
後
急
速
に
斉
形
化
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
馬
王
唯
帝
書
、
居
延
の
漢
簡
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な
ど
は
み
な
取
の
字
体
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
《
編
年
紀
》
は
、
描
文
と
漢
代

　
の
隷
書
の
中
間
に
当
る
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
左
側
の
形
素
の
中

　
に
自
の
面
影
が
見
え
る
。
因
み
に
こ
の
人
名
敢
に
つ
い
て
、
韓
連
瑛
は
《
先

　
秦
両
漢
史
論
叢
》
の
中
で
、
「
當
是
喜
之
弟
、
時
喜
年
三
夢
」
と
言
っ
て
い

　
る
の
は
面
白
い
。
こ
の
弟
と
い
う
の
は
何
の
根
拠
も
な
い
が
、
喜
よ
り
後
に

　
生
れ
て
、
喜
の
年
譜
の
中
に
書
か
れ
る
と
な
る
と
や
は
り
兄
弟
と
い
う
こ
と

　
に
な
ろ
う
。
こ
の
『
編
年
紀
』
は
こ
れ
よ
り
後
四
人
の
人
物
の
産
を
記
す
る

■
が
、
恐
ら
く
「
荻
」
以
後
は
喜
の
子
供
で
あ
っ
て
、
喜
の
兄
弟
で
は
あ
る
ま

　
い
。

ω
　
武
安
は
郡
郵
の
西
四
十
キ
ロ
に
あ
る
。
武
安
君
は
秦
の
白
起
で
あ
り
、
白

　
起
が
武
安
君
と
な
っ
た
の
は
《
自
起
列
傳
》
に
よ
れ
ば
、
昭
王
三
十
四
年
以

前
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
考
え
る
と
《
編
年
記
》
の
、
「
攻
武
安
」
は
些
か
奇

妙
で
あ
る
。
已
に
ず
っ
と
以
前
に
秦
領
と
な
っ
た
武
安
を
今
更
な
ぜ
再
び
秦

　
が
攻
め
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
先
づ
武
安
君
が

　
い
つ
も
武
安
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
訳
で
は
な
い
と
い
う
事
を
意
味
し
て
い

る
。
『
白
起
列
樽
』
に
よ
れ
ば
四
十
七
年
に
秦
は
趨
括
の
守
る
城
砦
を
攻
め

る
為
に
ひ
そ
か
に
武
安
白
起
を
上
将
軍
と
し
、
王
齢
を
副
将
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
が
『
本
紀
』
に
見
え
る
、
「
武
安
君
婦
」
の
意
味
す
る
所
で
あ
ろ
う
。

　
《
白
起
列
樽
》
は
つ
づ
い
て
、
「
鑓
括
至
、
則
出
兵
撃
秦
軍
。
秦
軍
詳
敗
而

走
、
張
二
奇
兵
以
却
之
。
描
軍
逐
勝
、
追
造
秦
壁
。
壁
堅
拒
不
得
入
、
而
秦

奇
兵
二
萬
五
千
人
絶
趨
軍
後
、
又
一
軍
五
千
騎
絶
鑓
壁
閲
、
趨
軍
分
而
爲

二
、
糧
道
絶
。
　
而
秦
出
軽
兵
撃
之
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
、
「
秦
軍
分
爲
三

軍
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
『
白
起
列
榑
』
の
四
十
八
年
の
条
は
、
「
秦
分
軍
爲

　
　
　
睡
虚
地
案
墓
竹
簡
釈
文
註
解
目

　
二
、
王
厳
攻
皮
牢
、
抜
之
、
司
馬
梗
定
太
原
」
と
す
る
。
『
編
年
紀
』
の
「
攻

　
武
安
」
に
つ
い
て
は
触
れ
る
所
が
な
い
。
こ
れ
は
皮
牢
と
武
安
が
可
成
り
接

　
近
し
た
所
で
あ
っ
て
作
戦
と
し
て
は
一
つ
の
も
の
と
し
て
行
わ
れ
た
か
ら
で

　
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
競
の
廉
頗
は
守
っ
た
長
平
の
近
く
に
次
々
に
城
砦
を

　
作
り
そ
の
一
つ
が
皮
牢
で
あ
り
、
他
の
一
つ
が
武
安
と
よ
ば
れ
た
の
で
。
あ

　
り
、
そ
の
地
が
偶
々
武
安
に
近
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
右

⑤
　
写
真
図
版
で
は
一
一
一
字
ぐ
ら
い
が
書
か
れ
て
い
た
形
跡
が
見
え
る
が
、
全
部

　
で
何
字
あ
っ
た
の
か
も
不
明
。

㈹
　
こ
の
簡
も
そ
の
字
跡
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
写
真
図
版
の
み
か
ら
で
は
と

　
て
も
、
「
攻
部
単
」
と
は
読
め
な
い
。
《
秦
紀
》
で
は
四
十
八
年
十
月
の
条

に
、
「
芙
夫
陵
攻
鶏
鄭
一
と
あ
り
、
四
十
睦
の
条
に
は
、
「
正
月
、
盆

　
讃
卒
佐
陵
。
陵
戦
不
善
、
冤
、
王
随
代
將
」
と
あ
る
。
そ
し
て
五
十
年
に
、

　
「
随
攻
邨
郵
、
不
抜
、
去
」
と
あ
る
。
し
か
し
六
国
年
表
で
は
、
五
十
年
の

　
秦
表
に
、
「
王
館
、
鄭
安
平
園
那
郵
、
及
随
還
軍
、
抜
新
中
」
と
あ
り
、
囲
ん

　
だ
の
も
軍
を
還
し
た
の
も
五
十
年
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
年
の

　
趨
表
に
も
、
「
秦
園
我
部
郵
、
楚
魏
救
我
」
と
あ
る
。
魏
表
で
は
、
「
公
子
無

　
忌
救
郡
鄭
、
秦
兵
解
去
」
と
な
っ
て
秦
の
兵
が
囲
み
を
解
き
去
っ
た
こ
と
の

　
み
を
こ
の
年
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
の
楚
表
に
は
、
「
春
申
君
救

　
超
」
と
し
て
、
．
楚
が
魏
と
と
も
に
鎧
に
援
軍
を
出
し
て
秦
軍
を
撃
退
し
た
こ

　
と
を
簡
略
に
記
し
て
い
る
。
《
白
起
列
樽
》
は
、
「
四
十
九
年
正
月
、
陵
攻
那

　
郵
、
少
利
、
秦
盆
讃
兵
佐
陵
」
と
『
本
紀
』
と
略
同
様
の
記
述
が
見
え
、
更

　
に
、
「
秦
王
使
王
舵
代
陵
將
、
八
九
月
園
郡
郵
、
不
能
抜
、
楚
使
春
申
君
及

　
魏
公
子
將
兵
敷
十
萬
攻
秦
軍
、
秦
軍
多
失
亡
」
　
「
居
三
月
、
　
諾
侯
攻
秦
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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科
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編
第
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十
四
巻
第
四
号

　
急
、
秦
軍
敷
御
、
使
者
日
至
」
と
し
、
秦
軍
の
将
を
請
わ
れ
た
武
安
君
白

　
起
が
立
た
な
か
っ
た
の
で
つ
い
に
、
「
秦
王
乃
使
使
者
賜
之
剣
、
自
裁
。
武

　
安
君
引
剣
將
自
到
」
「
途
自
殺
、
武
安
君
之
死
也
、
以
秦
昭
王
五
十
年
十
一

　
月
」
と
し
て
那
郵
攻
め
の
記
述
を
終
っ
て
い
る
。
　
つ
ま
り
秦
が
趨
の
都
郡

　
郵
を
囲
ん
だ
の
は
《
本
紀
》
《
白
起
列
樽
》
と
も
に
四
十
八
年
か
ら
で
あ
る
。

　
秦
が
そ
の
囲
み
を
解
い
た
の
は
、
他
に
《
六
国
表
》
の
記
述
も
五
十
年
と
な

　
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
史
実
と
し
て
は
《
秦
紀
》
《
白
起
列
傳
》
に
見
ら
れ
る

　
も
の
で
、
《
六
国
表
》
は
そ
れ
を
簡
略
に
し
た
為
に
、
　
一
事
件
の
凡
て
が
同

　
年
の
こ
と
と
解
さ
れ
る
よ
う
な
記
載
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

㎝
　
写
真
図
版
は
可
成
リ
明
瞭
に
「
陽
城
」
と
読
み
と
れ
る
。
郁
鄭
を
攻
め
あ

　
ぐ
ね
た
秦
軍
は
、
《
秦
紀
》
に
、
「
齢
攻
郁
郵
、
不
抜
、
去
、
還
奔
扮
軍
二
月

　
錐
、
攻
替
軍
、
斬
首
六
千
、
腎
楚
（
「
集
解
・
徐
廣
日
、
楚
、
一
作
走
。
正

　
義
、
按
、
此
時
無
楚
軍
、
走
字
是
也
）
流
死
河
二
萬
入
。
攻
扮
城
、
印
從
唐

　
抜
寧
新
中
、
寧
新
中
更
名
安
陽
。
初
作
河
橋
」
と
あ
る
か
ら
、
郡
郵
か
ら
そ

　
の
ま
ま
南
下
し
て
安
陽
に
到
り
、
更
に
そ
ご
か
ら
〈
正
義
〉
の
、
「
此
橋
在

　
同
州
臨
晋
縣
東
、
渡
河
至
蒲
州
、
今
蒲
津
橋
也
」
に
よ
れ
ば
、
鄭
州
の
北
7
0

　
キ
ロ
ぐ
ら
い
の
所
で
黄
河
に
橋
を
か
け
、
更
に
南
下
し
て
陽
城
に
到
っ
た
も

　
の
と
思
わ
れ
る
。

⑧
　
王
稽
は
秦
昭
王
の
使
と
し
て
魏
へ
行
っ
た
謁
者
で
あ
る
。
王
稽
は
鄭
安
平

　
と
と
も
に
張
禄
を
伴
っ
て
秦
へ
帰
り
、
張
禄
を
秦
昭
王
に
賓
客
と
し
て
謁
見

　
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
。
昭
王
三
十
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
張
禄
は
《
史
記
・

　
萢
唯
列
榑
V
に
詳
し
い
が
、
そ
の
蒲
唯
そ
の
人
で
、
魏
か
ら
秦
に
逃
げ
、
王
稽

　
の
尽
力
で
昭
王
に
謁
し
、
そ
の
弁
舌
と
知
謀
の
前
に
昭
王
さ
え
ひ
ざ
ま
づ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

た
と
い
う
。
後
永
く
昭
王
の
理
論
的
策
略
家
戦
略
家
と
し
て
そ
の
う
し
ろ
だ

て
と
な
っ
た
』
昭
王
四
十
一
年
に
秦
は
萢
唯
を
応
に
封
じ
、
応
侯
と
号
し

た
。
後
、
応
侯
は
更
に
秦
の
宰
相
と
な
り
、
四
十
七
年
か
ら
五
十
年
に
か
け

て
の
秦
の
趨
に
対
す
る
作
戦
は
す
べ
て
応
侯
に
依
る
所
大
で
あ
っ
た
と
い

う
。
王
稽
は
自
分
の
推
薦
し
た
張
禄
が
宰
相
に
ま
で
な
っ
た
功
に
よ
り
河
東

の
守
と
な
っ
た
が
諸
侯
と
内
通
し
て
法
に
問
わ
れ
諌
せ
ら
れ
た
。
《
史
記
》

は
、
張
禄
・
王
稽
に
つ
い
て
、
大
略
以
上
の
よ
う
に
記
し
て
は
い
る
が
、
そ

の
没
年
を
明
確
に
記
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
王
稽
は
そ
の
記
述
か
ら
「
つ
．

ま
り
「
昭
王
四
十
三
年
、
秦
攻
韓
扮
脛
、
抜
之
、
因
城
河
上
廣
武
。
後
五

年
、
昭
王
用
藤
侯
謀
、
縦
反
間
費
超
、
撞
以
其
故
、
令
馬
服
子
代
廉
頗
將
。

秦
大
破
超
於
長
平
、
途
園
那
鄭
。
」
－
・
…
「
後
二
歳
、
王
稽
爲
河
東
守
、
與

諸
侯
通
、
坐
法
珠
」
《
萢
唯
列
傳
》
、
に
よ
れ
ば
王
稽
の
死
は
昭
王
五
十
年
頃

と
い
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
張
禄
の
方
は
王
稽
の
死
以
後
も
何
年

間
か
生
き
た
と
思
わ
れ
る
記
述
が
あ
り
、
燕
か
ら
や
っ
て
来
た
察
沢
に
実
質

的
に
そ
の
地
位
を
譲
っ
た
後
も
、
司
馬
遷
は
張
禄
の
死
に
つ
い
て
全
く
触
れ

て
い
な
い
。
し
か
し
い
ま
こ
の
《
編
年
記
》
を
見
る
と
、
王
稽
応
侯
は
同
年

に
死
ん
で
い
る
。
つ
ま
り
王
稽
の
死
後
相
当
あ
わ
た
だ
し
く
応
侯
と
薬
沢
の

交
替
が
行
わ
れ
た
ら
し
い
こ
と
が
こ
れ
に
よ
っ
て
解
る
。
張
禄
は
秦
王
に
進

言
し
て
太
后
を
廃
し
、
穣
侯
・
高
陵
・
華
陽
・
浬
陽
君
な
ど
の
側
近
の
無
能

な
ブ
レ
ー
ン
達
を
追
放
さ
せ
、
晩
年
に
も
、
秦
に
と
っ
て
大
功
の
あ
っ
た
武

安
君
白
起
を
譲
言
に
よ
っ
て
殺
し
、
秦
の
ほ
ぼ
全
権
を
そ
の
手
に
掌
握
し
、

昭
王
さ
え
ほ
と
ん
ど
張
禄
の
言
い
な
り
で
あ
っ
北
事
を
考
え
る
と
、
そ
の
名

が
こ
こ
雲
夢
の
安
陸
と
い
う
延
辺
の
地
に
ま
で
聞
え
て
い
た
と
し
て
も
不
思
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議
で
は
な
い
。
し
か
し
王
稽
の
名
が
何
故
こ
こ
に
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

　
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
介
の
河
東
の
守
で
あ
り
、
法
に
よ
っ
て
諌
せ
ら
れ
た

　
男
で
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
《
萢
唯
列
樽
》
に
見
え
る
、
「
萢
唯
不
澤
、

　
乃
人
言
於
王
日
、
非
王
稽
之
忠
、
莫
能
内
臣
於
函
谷
關
、
非
大
王
之
賢
聖
、

　
莫
能
貴
臣
。
今
臣
官
至
於
相
、
爵
在
列
侯
、
王
稽
之
官
尚
止
於
謁
者
、
非
其

　
内
臣
之
意
也
。
昭
王
召
王
稽
、
拝
爲
河
東
守
」
の
逸
話
が
張
禄
の
美
談
と
し

　
て
王
稽
の
名
と
と
も
に
華
中
に
も
伝
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
更
に
こ
の
年
は
正
史
に
よ
れ
ば
周
の
滅
亡
し
た
年
で
あ
る
。
秦
の
将
軍
穆

　
が
西
周
を
攻
め
、
こ
の
年
に
そ
の
九
鼎
を
秦
に
入
れ
た
と
あ
る
。
《
編
年
記
』

　
に
は
そ
れ
は
一
字
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
こ
の
年
譜
が
極
め
て
私

　
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
に
も
よ
ろ
う
が
、
何
よ
り
も
当
時
周
の
存
在

　
そ
の
も
の
も
が
大
い
し
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
即
ち
夏
・

　
段
．
周
と
受
け
っ
が
れ
た
天
命
は
、
孔
丘
が
周
公
の
夢
を
見
な
く
な
っ
た
時

　
已
に
尽
き
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
も
う
こ
の
時
に
は
周
が
授
命
の
国

　
で
あ
る
と
い
う
認
識
さ
え
こ
こ
華
中
に
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

㈲
《
吏
記
・
始
皇
本
紀
》
の
十
一
年
の
条
に
、
「
王
鶉
、
桓
騎
、
揚
端
和
攻

　
鄭
、
取
九
城
。
王
鶉
攻
開
與
、
櫨
揚
、
皆
井
爲
一
軍
。
魏
將
十
八
日
、
軍
蹄

　
斗
食
以
下
、
什
推
二
人
從
軍
」
と
あ
り
、
そ
の
索
隠
に
、
「
言
王
鶉
爲
將
、
諸

軍
中
皆
蹄
斗
食
以
下
無
功
佐
史
、
什
中
唯
二
人
令
從
軍
耳
」
と
あ
る
。
誰
を

推
と
解
す
る
と
、
こ
の
両
文
は
極
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
つ
ま
り
《
稗
名
・

轡
言
語
》
に
、
「
誰
、
推
也
。
有
推
澤
、
言
不
能
一
也
」
と
あ
を
の
に
従
う

　
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
竜
「
吏
誰
從
軍
」
の
語
は
解
り
に
く
い
。

吏
の
中
か
ら
す
ぐ
れ
た
者
を
選
ん
で
そ
れ
を
従
軍
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ

　
　
　
睡
虚
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
目

　
う
か
。

㎝
年
以
外
の
記
述
は
全
く
な
い
。

ω
　
こ
れ
の
年
以
外
の
記
述
が
あ
っ
た
と
い
う
形
跡
は
全
く
な
い
。
こ
れ
等
は

　
竹
簡
に
順
次
先
づ
年
だ
け
を
記
入
し
て
い
き
、
そ
の
後
に
記
述
の
あ
る
も
の

　
を
、
年
の
下
に
加
筆
し
て
い
っ
た
為
に
、
記
事
の
な
い
も
の
は
空
白
で
残
っ

　
た
の
で
あ
る
。

⑫
　
昭
は
昭
王
、
昭
嚢
王
の
こ
と
で
あ
る
。
「
後
九
月
」
に
つ
い
て
、
〈
文
物
出

　
版
社
〉
『
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
』
の
注
は
、
「
秦
以
十
月
カ
山
タ
首
、
禺
月
置
子
夢

　
末
、
称
后
九
月
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
《
漢
書
・
高
帝
紀
上
》
の
、

　
「
春
正
月
、
陽
奪
懐
王
爲
義
帝
、
實
不
用
其
命
」
に
つ
け
ら
れ
た
如
淳
の
注

　
に
、
「
以
十
月
爲
歳
首
、
而
正
月
更
爲
三
時
之
月
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
し

　
か
し
こ
の
部
分
に
は
他
に
も
説
が
あ
る
。
服
度
の
注
は
、
「
漢
正
月
也
」
と

　
し
秦
の
暦
に
よ
る
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
顔
師
古
は
、
「
凡
此
諸

月
號
、
皆
太
初
正
暦
之
後
、
記
事
者
追
改
之
、
非
當
時
本
稽
也
。
以
十
月
爲

　
歳
首
、
即
謂
十
月
爲
正
月
。
今
此
眞
正
月
、
當
時
謂
之
四
月
耳
。
他
皆
類

　
此
」
と
い
う
。
し
か
し
こ
れ
も
記
述
が
漢
暦
に
よ
っ
た
も
の
と
い
う
前
提
に

　
立
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
《
編
年
記
》
は
飽
く
ま
で
秦
独
自
の
暦
に
よ
っ
て
い

　
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
漢
暦
を
あ
て
は
め
て
考
え
る
訳
に
は
い
く
ま
い
。
そ
れ

　
に
も
し
こ
の
九
月
が
歳
末
の
九
月
な
ら
、
遼
が
生
れ
た
正
月
と
は
、
五
十
六

年
の
次
の
年
、
つ
ま
り
五
十
七
年
か
或
い
は
孝
文
王
元
年
の
正
月
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
そ
れ
を
何
故
孝
文
王
元
年
の
条
に
書
か
ず
に
、
五
十

六
年
の
条
に
書
い
た
の
か
が
問
題
と
な
ろ
う
、
思
う
に
こ
れ
は
つ
ま
り
「
昭

死
」
が
公
の
事
柄
で
年
紀
と
し
て
は
前
に
書
く
べ
き
で
あ
る
が
、
実
は
非
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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阪
南
論
集
人
文
・
自
然
科
学
編
第
二
十
四
巻
第
四
号

　
に
私
的
な
事
柄
で
あ
る
遼
の
誕
生
の
方
が
正
月
で
、
そ
れ
よ
り
前
で
あ
っ

　
た
。
そ
こ
で
本
来
私
的
な
こ
の
《
編
年
記
》
に
記
入
す
る
に
当
っ
て
時
期
的

　
に
後
で
あ
る
「
昭
死
」
を
前
に
持
っ
て
来
た
と
い
う
こ
と
わ
り
の
為
に
後
と

　
い
う
語
を
加
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
遼
も
や
は
り
喜
の
弟
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
喜
が
三
才
の
時

　
敢
が
生
れ
、
喜
が
十
二
才
の
時
に
遼
が
生
れ
た
こ
と
に
な
る
。
遼
は
、
『
説

　
文
』
に
棚
、
疾
也
、
瓜
走
、
束
聲
、
綿
、
鏑
文
瓜
欺
、
撃
、
古
文
、
以
欺
、

　
以
言
」
と
あ
る
。
即
ち
滋
は
速
の
籍
文
で
あ
る
。
金
文
《
小
臣
誠
股
》
は
⑫

　
と
す
る
か
ら
言
に
従
っ
て
い
る
。

⑯
　
《
秦
紀
》
に
、
「
昭
嚢
王
卒
、
子
孝
文
王
立
」
と
五
十
六
年
の
秋
の
条
に
あ

　
る
。
し
か
し
次
の
年
に
当
る
孝
文
王
元
年
の
条
に
も
、
「
孝
文
王
除
喪
、
十

　
月
己
亥
印
位
」
と
あ
る
。
立
と
即
位
と
は
意
味
的
に
は
如
何
な
る
違
い
が
あ

　
る
か
不
明
で
あ
る
。
『
編
年
記
』
は
、
「
立
即
死
」
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合

　
は
少
く
と
も
立
は
即
位
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
梁
玉
縄
は
《
疑
吏

　
記
》
で
、
「
所
謂
孝
文
王
元
年
者
、
正
改
元
之
位
也
、
所
謂
孝
文
王
除
喪
、

　
十
月
己
亥
印
位
者
、
正
践
昨
之
位
也
。
是
歳
在
辛
亥
。
．
三
年
之
喪
魔
、
散
孝

　
文
期
年
便
除
、
而
因
以
知
昭
王
之
卒
。
必
在
秋
九
月
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ

　
ま
り
立
は
改
元
を
伴
わ
な
い
が
、
即
位
は
改
元
を
伴
い
、
即
位
は
即
ち
翌
年

　
十
月
で
、
本
来
三
年
服
す
ぺ
き
喪
を
一
年
だ
け
に
し
て
即
位
し
た
と
す
る
の

　
で
あ
る
。
こ
の
考
え
に
た
て
ば
「
後
九
月
」
は
閏
九
月
の
意
味
に
解
す
外
な

　
い
。
し
か
し
た
そ
う
し
た
記
述
は
《
本
紀
》
、
《
世
家
》
に
は
な
い
。
抑
々
王

が
死
ぬ
場
合
、
次
王
の
元
年
は
そ
の
前
王
の
死
と
同
年
と
す
る
の
か
或
い
は

　
翌
年
と
す
る
の
か
に
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
死
即
立
で
あ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

　
ば
編
年
の
冊
簡
は
異
に
は
し
て
い
て
毛
、
昭
王
五
十
六
年
と
孝
文
王
元
年
は

　
同
一
年
の
内
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ω
　
《
秦
紀
》
に
よ
れ
ば
孝
文
王
は
即
位
し
て
三
日
に
し
て
卒
し
て
い
る
。
そ

　
し
て
そ
の
子
が
立
っ
て
荘
嚢
王
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
『
編
年
記
』

　
の
言
う
荘
王
元
年
と
は
孝
文
王
元
年
と
は
同
年
で
あ
ろ
う
か
、
も
し
そ
う
で

　
あ
る
と
す
る
と
昭
王
五
十
六
年
は
同
時
に
孝
文
王
元
年
で
も
あ
り
ま
た
荘

　
王
元
年
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
も
《
本
紀
》
に

　
は
、
　
「
子
荘
嚢
王
立
」
と
あ
る
所
か
ら
、
立
は
改
元
を
意
味
し
な
い
と
す
れ

　
ば
、
ま
だ
即
位
し
て
お
ら
ず
、
次
の
年
に
■
即
位
し
て
《
編
年
記
》
に
い
う

　
「
荘
王
元
年
」
と
い
う
表
現
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た
だ
《
六
國

　
年
表
》
を
見
る
と
秦
孝
文
王
元
年
に
当
る
年
は
、
秦
以
外
の
諾
国
の
表
に
も

　
全
く
記
事
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
孝
文
元
年
が
非
常
に
短
い
期
間
で

　
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
孝
文
王
の

　
死
か
ら
一
年
の
後
に
荘
嚢
王
元
年
が
始
る
の
で
は
な
く
、
や
は
り
こ
の
両
元

　
年
は
同
年
の
こ
と
と
考
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う
。

岨
副
　
《
吏
記
・
六
國
年
表
》
の
周
表
は
、
周
元
王
元
年
（
B
C
四
七
四
年
）
か

　
ら
始
ま
る
が
、
周
最
後
の
王
の
撮
王
が
卒
す
る
（
B
C
二
五
四
）
ま
で
の
約

　
二
百
二
十
年
間
、
そ
の
表
は
殆
ん
ど
空
白
で
残
さ
れ
、
特
筆
す
べ
岩
紀
事
は

　
全
く
な
い
。
即
ち
周
は
そ
れ
程
、
六
国
全
体
か
ら
見
れ
ば
歴
史
の
舞
台
か
ら

　
已
に
蹴
落
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
《
秦
本
紀
》
の
五
十

　
一
年
に
、
「
西
周
君
背
秦
、
與
諸
侯
約
従
、
將
天
下
鏡
兵
出
伊
關
攻
秦
、
令

　
秦
母
得
通
陽
城
。
於
是
秦
使
將
軍
撰
攻
西
周
、
西
周
君
走
來
自
蹄
、
頓
首
受

　
■
罪
、
轟
献
其
邑
三
十
六
城
、
口
三
萬
。
秦
王
受
献
、
蹄
其
君
於
周
」
と
あ
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り
、
更
に
五
十
二
年
の
条
に
、
「
周
民
東
亡
、
其
器
九
鼎
入
秦
。
周
初
亡
」

　
と
あ
る
。
所
が
《
秦
本
紀
》
の
荘
嚢
王
元
年
の
条
に
は
、
「
東
周
君
與
諸
侯

　
謀
秦
、
秦
使
相
國
呂
不
章
諌
之
、
墨
入
其
國
。
秦
不
絶
其
祀
、
以
陽
人
地
賜

　
周
君
、
奉
其
祭
祀
」
と
あ
る
。
即
ち
五
十
一
年
に
は
西
周
と
い
い
、
五
十
二

　
で
は
周
と
い
い
、
荘
嚢
王
元
で
は
東
周
と
言
っ
て
い
る
。
五
十
一
年
の
条
で

　
は
、
「
婦
其
君
於
周
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
恐
ら
く
西
周
と
周
と
は
同
じ
国

　
を
言
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
《
周
本
紀
》
の
撮
王
五
十
九
年
の
条

　
に
、
「
周
君
、
王
撮
卒
、
周
民
遂
東
亡
。
秦
取
九
鼎
費
器
、
而
遷
西
周
公
於

　
患
狐
」
と
あ
り
、
こ
の
悪
狐
と
は
〈
集
解
〉
に
、
「
徐
廣
日
悪
音
揮
。
悪
狐

　
聚
與
陽
人
聚
相
近
、
在
洛
陽
南
百
五
十
里
梁
、
新
城
之
間
」
と
す
る
。
こ
れ

　
と
《
秦
本
紀
》
の
荘
嚢
王
元
年
の
、
「
代
陽
人
地
賜
周
君
」
と
合
わ
せ
考
え

　
で
も
西
周
と
周
と
は
同
国
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
解
る
。
し
か
し
東
周
は
少

　
し
違
う
よ
う
で
あ
る
。
《
周
本
紀
》
で
は
、
「
秦
取
九
鼎
賓
器
、
而
遷
西
周
公

　
於
悪
狐
」
の
後
、
悪
狐
に
遷
さ
れ
た
周
公
の
国
が
東
周
と
呼
ば
れ
た
か
に
受

　
け
と
れ
る
。
し
か
し
く
秦
本
紀
》
で
は
、
「
秦
不
絶
其
祀
、
以
陽
人
地
賜
周
君
、

　
奉
其
祭
祀
」
以
前
に
す
で
に
、
「
東
周
君
與
諸
侯
謀
秦
」
の
紀
事
が
見
え
る

　
の
で
あ
る
。
結
局
秦
昭
王
五
十
二
年
、
周
で
は
搬
王
の
卒
し
た
年
、
五
十
九

　
年
に
「
周
民
途
東
亡
」
し
た
の
で
あ
る
が
、
ど
う
や
ら
こ
れ
が
東
周
と
い
う

　
国
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
し
か
し
そ
れ
も
遂
に
は

　
《
周
本
紀
》
の
い
う
如
く
、
「
後
七
歳
、
秦
荘
嚢
王
滅
東
周
、
東
西
周
皆
入

　
子
秦
、
周
既
不
祀
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
《
秦
本
紀
》

　
に
は
も
う
記
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

㈱
　
《
秦
本
紀
》
に
は
、
荘
嚢
王
の
三
年
の
条
に
、
「
蒙
驚
攻
魏
高
都
、
汲
、
抜

　
　
　
睡
虚
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
目

　
之
。
攻
趨
楡
次
、
新
城
、
狼
孟
、
取
三
十
七
城
。
四
月
目
食
。
四
年
王
齢
攻

　
上
黛
。
」
更
に
、
「
五
月
丙
午
、
荘
嚢
王
卒
、
子
政
立
、
是
爲
秦
始
皇
帝
」
と

　
あ
る
。
こ
れ
で
見
る
と
荘
嚢
王
の
卒
す
る
の
は
四
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て
張
文
虎
は
、
「
荘
嚢
王
無
四
年
、
《
六
國
年
表
》
書
在
三
年
。

　
此
四
年
二
字
、
渉
上
文
四
月
而
術
、
観
下
文
五
月
印
接
上
文
四
月
、
其
証

　
也
」
と
言
っ
て
い
る
。
《
秦
始
皇
本
紀
》
に
、
「
（
秦
始
皇
）
以
秦
昭
王
四
十

　
八
年
正
月
生
於
那
郭
。
及
生
、
名
爲
政
、
姓
超
氏
、
年
士
二
歳
、
荘
嚢
王

　
死
、
政
代
立
爲
秦
王
」
と
あ
り
、
昭
王
四
十
八
年
か
ら
士
二
年
目
は
荘
嚢
王

　
三
年
と
な
り
、
荘
嚢
王
四
年
は
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
。
《
編
年
記
》
の
。

　
「
荘
王
三
年
、
荘
王
死
」
は
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

㎝
　
今
は
《
説
文
》
に
、
　
「
△
T
、
是
時
也
、
瓜
△
、
以
フ
、
フ
古
文
及
」
と
す

　
る
。
そ
し
て
△
は
同
じ
く
『
説
文
』
に
「
今
三
合
也
、
瓜
入
、
一
象
三
合

　
之
形
」
と
あ
り
、
そ
の
意
味
す
る
所
は
解
し
が
た
い
。
△
は
恐
ら
く
合
と
同

　
字
で
あ
ろ
う
が
、
今
と
合
と
の
関
係
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
近
刊
〈
四
川
・

湖
北
辞
書
出
版
杜
〉
《
漢
語
大
字
典
》
の
、
「
按
、
甲
、
金
文
象
鈴
有
鉦
有
舌

　
之
形
」
と
い
う
解
は
音
の
上
か
ら
も
面
白
い
。
こ
の
《
編
年
記
》
の
場
合
、

今
は
今
上
の
意
味
で
あ
る
。
《
史
記
、
魏
其
武
安
侯
列
傳
》
に
、
「
今
上
初
印

位
」
、
《
史
記
、
秦
本
紀
》
に
も
、
「
今
上
以
重
法
縄
之
」
、
或
い
は
《
史
記
・

儒
林
傳
》
に
も
、
「
及
今
上
帥
位
」
な
ど
と
、
当
代
の
天
子
を
表
わ
す
語
と

し
て
見
え
る
。
し
か
し
今
一
字
の
み
で
今
上
の
意
味
を
表
わ
す
例
は
あ
ま
り

知
ら
な
い
。
榑
に
つ
い
て
は
《
漢
書
二
筒
帝
紀
上
》
「
五
月
、
漢
王
屯
榮
陽

蒲
何
關
中
老
弱
未
博
者
悉
詣
軍
」
の
榑
に
つ
い
て
の
顔
師
古
の
注
に
、
「
榑

著
也
。
言
著
名
籍
、
給
公
家
橋
役
也
。
服
音
是
」
と
あ
る
（
服
音
と
は
服
虜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
第
二
十
四
巻
第
四
号

　
の
注
に
見
え
る
音
で
、
「
博
音
附
」
を
指
す
）
。
ま
た
孟
康
の
注
に
は
、
「
古

　
者
二
十
而
博
、
三
年
耕
有
一
年
儲
、
故
二
士
二
而
後
役
之
」
と
あ
り
、
如
淳

　
は
、
「
律
、
年
二
十
三
博
之
晴
官
、
各
從
其
父
晴
學
之
、
高
不
満
六
尺
二
寸

　
以
下
爲
罷
痩
。
漢
儀
注
云
民
年
二
十
三
爲
正
、
一
歳
爲
衛
士
、
一
歳
爲
材
官

　
騎
士
、
習
射
御
騎
馳
戟
陳
。
又
日
年
五
十
六
衰
老
、
乃
得
冤
爲
庶
民
、
就
田

　
里
。
今
老
弱
未
嘗
博
者
皆
讃
之
。
未
二
十
三
爲
弱
、
過
五
十
六
爲
老
」
と
も

　
記
し
て
い
る
。
こ
れ
で
見
る
と
漢
の
制
に
よ
れ
ば
傅
は
二
十
才
か
或
い
は
二

　
十
三
才
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
喜
の
場
合
は
《
編
年
記
》
に
斗
っ
て
計
算

　
す
る
と
十
七
才
に
す
ぎ
な
い
。
秦
制
は
漢
制
と
は
異
る
の
で
あ
ろ
う
。
因
み

　
に
傳
は
《
説
文
》
に
、
「
㎜
帽
、
相
也
、
瓜
人
、
専
聲
、
」
と
あ
り
、
相
に
つ
い

　
て
や
は
り
《
説
文
》
に
は
、
漏
、
省
祠
也
、
以
目
、
以
木
、
易
日
地
可
観

　
者
莫
可
観
於
木
、
詩
日
相
鼠
皮
」
と
あ
る
。
《
易
》
の
文
と
相
字
と
が
如
何

　
な
る
関
係
に
あ
る
か
判
然
と
し
な
い
が
、
顔
師
古
の
注
に
言
う
「
博
、
著

　
也
」
と
、
榑
が
省
視
で
あ
る
と
い
う
の
は
相
通
ず
る
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
。

　
榑
は
結
局
の
と
こ
ろ
一
人
前
の
成
人
男
子
と
な
っ
た
者
を
指
す
の
で
あ
ろ

　
う
。
喜
は
こ
の
年
、
は
じ
め
て
一
人
前
の
成
人
と
し
て
役
所
に
届
出
を
し
、

　
戸
籍
簿
に
そ
の
名
が
記
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑱
　
巻
は
、
鄭
州
の
北
約
三
十
五
キ
ロ
の
所
に
あ
る
。
《
史
記
・
秦
本
紀
》
の

　
「
集
解
」
に
よ
れ
ば
、
「
地
理
志
何
南
有
巻
縣
。
」
ま
た
「
正
義
」
に
は
、
「
巻

　
音
丘
衰
反
。
括
地
志
云
、
故
巻
城
在
鄭
州
原
武
縣
西
北
七
里
寸
即
衡
擢
也
」

　
と
あ
る
地
点
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
地
は
《
秦
本
紀
》
に
よ
れ
ば
、
昭
王
三

　
十
三
年
に
、
「
客
卿
胡
（
傷
）
〔
陽
〕
攻
魏
巻
、
察
陽
、
長
杜
、
取
之
。
」
と
あ
っ

　
て
す
で
に
秦
領
に
く
み
込
ま
れ
て
い
る
所
で
あ
る
。
し
か
も
秦
の
都
威
陽
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

も
極
く
近
い
所
で
あ
る
か
ら
、
昭
王
三
十
三
年
以
来
再
び
魏
地
に
取
り
返
え

さ
れ
て
い
た
と
も
思
え
な
い
。
こ
の
巻
は
、
昭
王
三
十
三
年
の
巻
と
は
異
っ

て
、
南
陽
北
東
七
十
キ
ロ
に
当
る
巻
城
か
も
し
れ
な
い
。
い
づ
れ
に
し
て

も
、
こ
の
年
の
記
述
は
、
巻
に
軍
（
戦
役
）
有
り
と
い
う
こ
と
で
、
喜
が
そ

れ
に
参
加
し
た
と
ま
で
は
意
味
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
巻
城
は
安
陸
の
北
二
百

五
十
キ
ロ
程
で
、
喜
の
居
し
た
地
方
に
と
っ
て
は
比
較
的
身
近
に
感
じ
ら
れ

た
か
ら
こ
こ
に
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
戦
役
は
、
《
始
皇
本
紀
V

で
は
二
年
の
こ
と
に
な
っ
て
い
て
《
編
年
記
》
と
一
致
し
な
い
。
恐
ら
く
二

年
に
戦
端
が
開
か
れ
て
、
三
年
に
ま
で
亘
り
決
着
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
．

う
。
楡
字
は
、
楡
字
で
あ
ろ
う
。
地
名
と
し
て
の
楡
は
秦
代
に
は
見
当
ら
な

い
か
ら
で
あ
る
。
《
秦
本
紀
》
．
荘
嚢
王
三
年
に
、
「
攻
超
楡
次
、
新
城
、
狼

孟
、
取
三
十
七
城
」
の
楡
次
で
あ
ろ
う
。
「
正
義
」
に
、
「
括
地
志
云
、
楡

次
、
井
州
縣
、
帥
古
楡
次
地
也
」
と
い
う
。
ま
た
《
超
世
家
》
孝
成
王
十
八

年
の
条
に
、
「
秦
抜
我
楡
次
三
十
七
城
」
と
あ
り
、
そ
の
「
集
解
」
に
、
「
徐

廣
日
、
在
太
原
」
と
あ
る
。
楡
次
は
現
在
の
太
原
市
か
ら
南
西
約
三
十
キ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
■

の
所
に
あ
っ
た
。
史
は
『
説
文
』
に
、
回
『
、
記
事
者
也
、
以
又
、
持
中
、

中
正
也
」
と
あ
る
。
「
中
正
也
」
と
い
う
の
は
些
か
儒
教
的
に
偏
し
た
解
で

あ
る
が
、
史
は
も
と
も
と
歴
吏
の
記
録
者
を
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
《
周

礼
・
天
官
庁
官
》
の
「
府
六
人
、
史
十
有
二
人
」
の
注
に
は
、
「
凡
府
史
、

皆
其
官
長
所
自
辞
除
」
、
「
史
掌
書
者
」
と
あ
り
、
そ
れ
が
《
後
漢
書
・
楊
震

樽
》
の
、
「
召
犬
匠
令
史
考
校
之
」
の
注
は
、
「
史
、
謂
府
吏
也
」
と
い
う
よ

う
に
非
常
に
幅
広
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
喜
の
場
合
は
文
書
を
取

り
扱
う
可
成
下
級
の
役
人
で
あ
ろ
う
。
喜
は
こ
こ
で
十
九
才
に
し
て
は
じ
め
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て
官
吏
の
職
に
つ
い
た
の
で
あ
る
。

⑲
　
こ
の
簡
は
年
数
が
全
く
読
み
と
れ
な
い
が
、
次
の
簡
が
五
年
と
な
っ
て
い

　
る
か
ら
や
は
り
四
年
と
読
む
は
づ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
《
始
皇
本
紀
》
三
年

　
十
月
の
条
に
、
「
將
軍
蒙
鷲
攻
魏
氏
腸
、
有
寵
」
と
あ
り
、
ま
た
四
年
の
条

　
に
も
、
「
抜
暢
、
有
誼
。
三
月
、
軍
罷
」
と
あ
る
。
暢
は
「
索
隠
」
に
、
「
音

・
暢
、
魏
之
邑
名
」
と
す
る
か
ら
、
こ
れ
は
全
く
の
推
測
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ

　
の
，
編
年
記
』
の
四
年
の
条
の
軍
の
上
の
字
は
「
暢
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
三
年
の
巻
軍
と
い
う
言
い
方
と
も
合
う
し
、
《
商
君
書
・
棟
民
》
に
も
、
「
周

軍
之
勝
、
華
軍
之
勝
、
秦
斬
首
而
東
之
」
と
あ
っ
て
、
高
亨
も
こ
れ
に
注
し

　
て
、
「
周
軍
之
勝
、
当
指
周
撮
王
五
十
九
年
秦
威
周
的
一
場
戦
争
」
、
「
華
軍

カ
勝
、
指
周
撮
王
四
十
二
年
秦
國
打
敗
魏
軍
干
華
下
的
一
場
戦
争
」
と
し
て

　
い
る
よ
う
に
、
こ
の
場
合
の
周
軍
・
華
軍
と
い
う
言
い
方
に
も
合
っ
て
い

る
。
こ
の
簡
の
「
口
軍
」
以
下
の
文
字
は
写
真
図
版
で
は
到
底
解
読
不
可
能

で
あ
る
。
ま
し
て
文
物
出
版
社
刊
の
単
行
本
で
空
白
と
な
っ
て
い
る
部
分
な

ど
は
、
何
等
か
の
文
字
が
あ
る
と
い
う
痕
跡
こ
そ
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ

れ
が
如
何
な
る
文
字
で
あ
る
か
は
想
象
す
ら
出
来
な
い
。
し
か
し
こ
の
単
行

本
の
注
に
は
、
「
喜
下
一
字
疑
爲
除
。
陸
下
一
字
疑
馬
御
」
と
あ
る
。
こ
れ

は
現
物
を
目
の
前
に
し
た
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡
整
理
小
組
の
所
見
で
あ
る
か
ら

略
間
違
い
な
い
も
の
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
除
は
『
説
文
』
に
、
『
路
閉
、
殿
陛

也
、
以
目
、
余
聲
」
と
あ
る
。
宮
殿
の
階
段
で
あ
る
。
《
詩
経
・
蟻
蜂
》
の
、

「
日
月
其
除
」
や
、
《
詩
経
・
小
明
》
の
、
「
日
月
方
除
」
な
ど
の
《
毛
樽
》

は
、
「
除
去
也
」
、
「
除
、
除
陳
生
新
也
」
と
変
っ
て
く
る
。
そ
し
て
《
漢
書

　
・
景
帝
紀
》
の
「
列
侯
莞
及
諸
太
榑
初
除
之
官
、
大
行
奏
誼
、
謀
、
策
」
に

　
　
　
睡
虚
地
秦
墓
竹
簡
釈
文
註
解
目

於
け
る
如
淳
の
注
は
、
「
凡
言
除
者
、
除
散
官
就
新
官
也
」
と
な
る
。
こ
こ

で
は
単
に
官
位
に
つ
け
る
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
御
は
《
説
文
》
に
、
脅
、
使

馬
也
、
峯
、
詮
、
鍵
観
襲
灘
辮
、
釈
、
古
文
賀
蚤
馬
一

と
あ
る
。
金
文
等
で
は
制
御
、
防
御
の
意
味
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
御

吏
に
つ
い
て
は
《
戦
國
策
・
韓
策
三
》
に
、
「
安
邑
之
御
史
死
、
其
次
恐
不

得
也
。
輸
人
爲
之
謂
安
令
日
、
公
孫
棊
爲
人
請
御
史
於
王
、
王
日
、
彼
固
有

次
乎
、
吾
難
敗
其
法
、
因
遠
置
之
」
と
あ
る
。
ま
た
《
韓
非
子
・
内
儲
説

上
》
に
、
「
ト
皮
爲
縣
令
、
其
御
史
汚
演
而
有
愛
妾
、
ト
皮
乃
使
少
庶
子
伴

愛
之
、
以
知
御
吏
陰
情
」
と
あ
る
。
こ
れ
等
か
ら
考
え
る
と
御
史
は
地
方
の

長
官
、
県
令
等
が
任
命
し
た
も
の
・
で
は
な
く
、
中
央
政
府
が
派
遣
し
た
の
で

あ
る
。
そ
の
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
《
通
典
、
職
官
、
御
史
蔓
》
詳
し

い
。
つ
ま
り
、
「
御
吏
之
名
、
周
官
有
之
、
蓋
掌
賛
書
而
授
法
令
、
非
今
任

也
、
戟
國
時
、
亦
有
御
吏
、
秦
超
濁
池
之
會
、
各
命
書
其
事
、
又
淳
子
髭
謂

齋
王
日
、
御
吏
在
前
、
則
皆
記
事
之
職
也
、
至
秦
・
漢
、
爲
糺
察
之
任
」
と

あ
る
。
法
令
を
起
し
、
事
を
記
録
し
、
文
書
を
掌
り
、
罪
を
糺
察
す
る
と
い

う
極
め
て
重
要
な
職
務
で
あ
る
。
し
か
し
始
皇
四
年
の
こ
の
時
に
已
に
そ
こ

ま
で
御
史
と
い
う
職
が
整
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ
に
そ

の
地
方
の
政
治
的
重
要
さ
の
違
い
に
よ
っ
て
も
整
備
状
況
が
異
っ
て
い
た
で

あ
ろ
う
。
い
ま
こ
の
喜
の
場
合
は
ま
だ
二
〇
才
そ
こ
そ
こ
で
あ
る
し
、
こ
れ

以
前
に
喜
が
已
に
中
央
政
府
に
係
り
合
っ
た
こ
と
も
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か

ら
、
こ
の
場
合
の
御
史
は
申
央
政
府
か
ら
任
命
さ
れ
た
訳
で
も
な
い
。
よ
っ

て
そ
の
地
方
の
有
力
者
か
或
い
は
そ
の
一
族
の
中
か
ら
秀
れ
た
者
を
推
薦
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一

睡虎地秦墓竹簡釈文註解(二)

Page:11無断転載禁止。　



　
　
阪
南
論
集
　
人
文
・
自
然
科
学
編
第
二
十
四
巻
第
四
号

せ
て
、
そ
れ
を
中
央
が
任
命
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
こ
の
場
合
喜
は
ま

だ
そ
れ
程
の
重
責
を
荷
っ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
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四
十
五
年

　
四
十
六
年

　
四
十
七
年

　
四
十
八
年

　
四
十
九
年

　
五
十
年

　
五
十
一
年

　
五
十
二
年

　
五
十
三
年

　
五
十
四
年

　
五
十
五
年

　
五
十
六
年

孝
文
王
元
年

　
荘
王
元
年

　
　
　
二
年

　
　
　
三
年

　
　
今
元
年

　
　
　
二
年

　
　
　
三
年

　
　
四
年

　
　
　
　
　
　
　
一
二

（
一
九
八
九
年
一
月
十
一
日
受
理
）
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